
項目 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 目標値（平成32年度）
経常収支比率（％） 97.0 102.3 104.7 104.5 98.8 98.7 100.8 97.2 91.6 98.4 100以上
医業収支比率（％） 97.2 101.7 96.1 94.3 87.8 88.6 90.9 86.0 81.3 88.2 90以上
職員給与比率（％） 67.9 65.0 69.0 68.2 71.4 69.4 68.0 73.1 78.2 71.2 69以下
病床利用率（％） 71.2 71.5 71.2 68.3 67.4 64.1 66.9 68.6 66.9 71.7 83以上

平成27年度 平成28年度

患者数 入　　　院 23,637人 23,823人
外　　　来 26,372人 24,144人

診療単価
（患者１人・１日当たり）

入　　　院 19,525円 20,681円
外　　　来 6,405円 6,554円

病床利用率 66.9％ 71.7％
平均在院日数 20日 20日

■ 平成27年度との比較

■ 改革プランの実績

注）目標値は、平成32年度までの「新公立病院改革プラン」に沿った目標値となっております。

■ 用語の説明

平
成
28
年
度
の
概
況

　
平
成
28
年
度
は
、
経
営
形
態
を
地
方

公
営
企
業
法
の
一
部
適
用
か
ら
全
部
適

用
へ
移
行
し
て
４
年
目
の
決
算
と
な
り

ま
す
。

　
ま
ず
、
収
入
で
は
、
常
勤
内
科
医
師

の
休
職
に
伴
い
外
来
患
者
数
が
減
少

し
、
そ
の
影
響
を
受
け
外
来
収
益
は
減

少
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
３
階
病
棟

に
お
い
て
は
、
当
年
度
よ
り
一
般
病
床

の
う
ち
10
床
を
在
宅
復
帰
を
目
的
と
し

た
「
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
」
へ
移
行
し

た
こ
と
に
よ
り
、
診
療
報
酬
単
価
が
増

加
と
な
り
、
そ
れ
に
比
例
し
て
入
院
収

益
は
前
年
度
よ
り
増
加
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
支
出
で
は
、
地
方
公
営
企
業

法
の
全
部
適
用
に
伴
う
職
員
の
病
院
独

自
採
用
移
行
期
間
と
重
な
り
、
医
業
収

益
に
占
め
る
職
員
給
与
の
比
率
を
示
す

職
員
給
与
比
率
は
増
加
し
て
い
ま
し
た

が
、
人
事
な
ど
の
見
直
し
に
よ
り
本
年

度
は
71
・
２
％
（
前
年
度
78
・
２
％
）

ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
、
平
成
28
年
度
の
決

算
は
、
収
入
が
９
億
２
，４
７
６
万
円
、

支
出
が
９
億
３
，９
９
９
万
円
と
な
り
、

１
，５
２
３
万
円
の
赤
字
決
算
と
な
り
ま

し
た
。

患
者
数
等
の
状
況

　
平
成
28
年
度
の
入
院
患
者
数
は
の
べ

２
３
，８
２
３
人
で
、
前
年
度
と
比
較

し
、
１
８
６
人
の
増
加
と
な
り
、
病
床

利
用
率
は
71
・
７
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
外
来
患
者
数
は
の
べ
２
４
，１
４
４
人

で
、
前
年
度
と
比
較
し
２
，２
２
８
人
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
夜
間
・
休
日
等
の
救
急
患
者

の
受
入
は
１
，８
９
７
人
（
前
年
度
１
，

７
４
４
人
）
で
あ
り
、
う
ち
救
急
車
搬

送
人
数
は
２
１
３
人
（
前
年
度
１
８
３

人
）
で
し
た
。

　
な
お
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
の
健

診
受
診
者
延
数
は
２
，８
１
４
人
（
前
年

度
２
，７
２
０
人
）
、
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
件
数
は
１
，８

４
１
件
（
前
年
度
１
，７
２
９
件
）
、
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用
者
数
は

４
５
６
人
（
前
年
度
４
３
３
人
）
、
の

べ
訪
問
回
数
は
２
，２
０
２
回
（
前
年
度

２
，０
６
０
回
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
営

の
効
率
化
等
に
加
え
て
、
当
年
度
に
策

定
し
た
「
新
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」

に
沿
っ
た
数
値
目
標
に
向
か
っ
て
、
さ

ら
な
る
経
営
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

平
成
28
年
度

和
水
町
病
院
事
業
会
計
決
算

支出合計
９億3,999万円

その他
2,067万円
（2.2%）

支払利息
780万円
（0.8%）

減価償却費
6,878万円
（7.3%）

材料費
6,343万円
（6.8%）

経費
1億4,944万円

（15.9%）

給与費
6億2,987万円

（67.0%）

収入合計
９億2,476万円

一般会計負担金
1億8,592万円

（20.1%）

入院収益
4億9,268万円

（53.3%）

その他医業収益
1,577万円
（1.7%）

外来収益
 1億5,824万円 

（17.1%）

その他
 6,368万円
（6.9%）

補助金
847万円
（0.9%）

経常収支比率…経常的な経営活動に伴う収益から費用を差し引いたもの。この数値が100％を超える場合は経常黒字、100％未満で
あれば、経常赤字を示します。（経常収益/経常費用）×100

医業収支比率…医業費用が医業収益によってどの程度賄われているかを示す指標。経常収支比率と同様にこの比率が100％以上である
ことが望ましい。（医業収益/医業費用）×100

職員給与比率…病院の職員数などが適切か否かを判断する指標。職員給与費をいかに適切なものとするかが病院経営のポイントとなり
ます。（職員給与費/医業収益）×100

病 床 利 用 率…病院の施設が有効に活用されているかどうか判断する指標。病床利用率が恒常的に低い場合は、病床規模が適切か否か
を検討する必要があります。（年延入院患者数/年延病床数）×100

町立病院からのお知らせ町立病院からのお知らせ

広報たまな　2017.10 4242広報たまな　2017.10

番所の棚田（山鹿市）白石堰（玉名市・和水町）

旧玉名干拓施設（玉名市）

菊池渓谷（菊池市）

問文化課
（☎ 75・1136）

❷

二
千
年
に
わ
た
る
開
墾
の
歴
史

　
　
　
　
　
　

  （
中
世
〜
現
代
）

　中
世
以
降
、
山
間
で
は
、
溜
め
池

造
成
や
水
路
建
設
な
ど
の
農
業
土
木

技
術
の
向
上
に
よ
っ
て
、
菊
池
川
流

域
で
も
井い

手で

（
用
水
路
）が
整
備
さ

れ
、
そ
れ
ま
で
水
が
届
か
な
か
っ
た

高
台
が
水
田
に
変
わ
り
ま
し
た
。
江

戸
時
代
に
な
る
と
測
量
技
術
や
土
木

技
術
が
更
に
向
上
し
、
各
地
に
長
距

離
の
井
手
が
通
さ
れ
ま
し
た
。
全
長

11
㎞
の
「
原は

る

井
手
」（
菊
池
市
）は
、

延
べ
４
５
４
㎞
も
の
マ
ブ
（
水
路
ト

ン
ネ
ル
）を
手
作
業
で
穿
ち
、
水
田

を
作
る
の
が
難
し
か
っ
た
山
地
に
棚

田
を
拓
き
、
米
作
り
を
可
能
に
し
ま

し
た
。「
原
井
手
」は
３
０
０
年
以

上
経
っ
た
今
も
現
役
で
、
地
域
の
棚

田
を
潤
し
て
い
ま
す
。
番
所
地
区
の

棚
田
は
、
急
峻
な
山
の
斜
面
を
切
り

拓
き
石
積
み
を
組
ん
だ
も
の
で
あ
る

が
、
集
落
内
の
住
宅
等
も
石
積
み
の

上
に
築
か
れ
、
漆し

っ

喰く
い

や
泥ど

ろ

壁か
べ

等
の
伝

統
的
な
工
法
で
建
て
ら
れ
て
お
り
、

棚
田
を
は
じ
め
山
里
の
自
然
と
古
い

屋
並
み
が
調
和
し
た
農
村
景
観
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　近
世
以
降
、
海
辺
で
は
、
築ち

く

堤て
い

や

樋ひ

門も
ん

建
設
の
技
術
が
発
達
し
干
拓
事

業
が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
菊
池

川
河
口
に
は
広
大
な
干
潟
が
あ
り
、

堤
防
を
築
い
て
潮
止
め
す
る
こ
と
で

耕
作
地
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
し

詳
細
ス
ト
ー
リ
ー
②

た
。
そ
の
規
模
は
年
を
追
う
ご
と
に

大
き
く
な
り
ま
し
た
。
明
治
時
代
中

頃
に
は
高
さ
3
〜
6
ｍ
の
石
積
み
が

長
さ
５
・
２
㎞
に
も
及
ぶ
、
当
時
国

内
最
大
級
の
「
旧
玉た

ま

名な

干
拓
施
設
」

の
堤
防
が
築
か
れ
、
最
終
的
に
は
面

積
３
千
ha
の
耕
作
地
が
海
か
ら
誕
生

し
ま
し
た
。「
海
の
万
里
の
長
城
」

と
も
称
さ
れ
る
こ
の
堤
防
は
、
城
の

石
垣
の
よ
う
な
様
相
で
、
近
く
に
佇

む
と
見
る
者
を
圧
倒
し
、
秋
の
収
穫

時
に
は
金
色
の
稲
穂
と
石
積
み
の
堤

防
群
と
が
美
し
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を

見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　近
代
に
入
る
と
菊
池
川
沿
い
の
沼

地
で
は
、
菊
池
市
出
身
の
農
業
技
術

者
、
冨と

み

田た

甚じ
ん

平ぺ
い

が
私
財
を
な
げ
う
っ

て
収
穫
期
に
も
水
が
抜
け
な
か
っ
た

湿
田
を
乾
田
に
変
え
る
暗あ

ん

渠き
ょ

排は
い

水す
い

技

術
を
開
発
し
ま
し
た
。
同
時
に
湿
田

か
ら
抜
い
た
水
を
水
田
に
活
用
す
る

技
術
を
開
発
し
て
日
照
り
対
策
も
行

い
、
こ
の
技
術
を
全
国
に
広
め
て
い

き
ま
し
た
。

　 日時　10 月 29 日（日）午前 10 時～午後４時  見学無料

ｍ

問い合わせ
三加和公民館

（社会教育課）
0968－34－3047
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